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野
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一

没
後
90
周
年
記
念
集
会

九
月
、
十
一
月
、
大
杉
栄
に
縁
あ
る
各
地
で
講
演
会
な
ど
開
催

　

大
杉
栄
・
伊
藤
野
枝
・
橘
宗
一
の
没
後

90
周
年
と
な
る
本
年
で
す
が
、
大
杉
栄
に

縁
が
あ
る
全
国
各
地
で
記
念
集
会
が
予
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
編
集
部
に
お

い
て
、
各
地
集
会
の
開
催
概
要
を
ま
と
め

ま
し
た
。

　

お
近
く
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
90
周
年
と

い
う
節
目
の
本
年
で
す
の
で
、
遠
方
の

方
も
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
墓
参
と
合
わ
せ

て
、
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

【
新
潟
県
新
発
田
市
】

「
没
後
90
年（
１
８
８
５
～
１
９
２
３
．９
．

１
６
）
大
杉
栄
メ
モ
リ
ア
ル
２
０
１
３
～

映
像
と
言
葉
で
日
本
近
現
代
史
を
ふ
り
か

え
る
～
」

○
第
一
部　

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
１
０
０
年
の
谺こ
だ
ま
―
大
逆
事
件
は
生
き
て

い
る
」（
脚
本
＝
藤
原
智
子　

演
出
＝
田

中
啓
（
90
分
／
２
０
１
２
年
））

◇
と
き
＝
２
０
１
３
年
９
月
15
日
（
日
）

14
時
〜
16
時

◇
と
こ
ろ
＝
西
園
町
３
丁
目
公
会
堂
（
自

衛
隊
正
面
前
）

◇
会
費
＝
５
０
０
円

◇
講
師
＝
交
渉
中

※
な
お
、
当
日
会
場
で
大
杉
栄
著
「
自
叙

伝
」（
土
曜
社
、
１
０
０
０
円
）
を
販
売

し
ま
す
。
終
了
後
は
大
杉
栄
ゆ
か
り
の
地

を
歩
き
ま
す
。

【
愛
知
県
名
古
屋
市
】

「
第
39
回　

橘
宗
一
少
年
墓
前
祭
／
講
演

会
」

◇
期
日
＝
９
月
15
日
（
日
）

◇
墓
前
祭
＝
午
後
１
時
～　

於
＝
日
泰
寺

境
内　

墓
碑
前

※
自
由
ケ
丘
バ
ス
停
よ
り
西
へ
約
３
０
０

Ｍ
。
墓
前
祭
へ
は
直
接
墓
碑
へ
行
く
か
、

「
日
泰
寺
」
境
内
入
口
付
近
の
旧
茶
店
跡

へ
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
12
時
30
分
に
出
発
／
移
動
し
ま
す
。　

※
「
覚
王
山
日
泰
寺
」
へ
は
Ｊ
Ｒ
名
古
屋

駅
か
ら
地
下
鉄
東
山
線
「
覚
王
山
日
泰
寺

○
第
二
部　

講
演
「
大
杉
栄
と
辻
潤
～
伊

藤
野
枝
の
眼
で
読
み
解
く
～
」（
60
分
）

講
師
＝
森
ま
ゆ
み
氏
（
作
家
）

◇
と
き
＝
２
０
１
３
年
９
月
16
日
（
月
・

祝
）
13
時
〜
16
時

◇
と
こ
ろ
＝
新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
講
堂

◇
主
催
＝
大
杉
栄
の
会

◇
後
援
＝
新
発
田
市
教
育
委
員
会

◇
チ
ケ
ッ
ト
＝
前
売
１
０
０
０
円
、
当
日

１
５
０
０
円
（
18
歳
以
下
、
障
が
い
者
等

の
付
き
添
い
の
方
無
料
）

◇
問
い
合
わ
せ
＝
斎
藤
（0254-22-3372

）

「
プ
レ
イ
ベ
ン
ト　

百
弐
拾
年
前
の
新
発

田
を
読
む　

～
大
杉
栄
の
自
叙
伝
」
を
テ

キ
ス
ト
に
～
」
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駅
」
下
車
、
１
番
出
口
、
徒
歩
５
分
）

◇
講
演
会　

午
後
２
時
～

講
師
＝
池
田
浩
士
氏　
（
京
都
大
学
名
誉

教
授
）

テ
ー
マ
＝
誰
が
、
そ
し
て
何
が
殺
さ
れ
た

の
か
？
―
90
年
後
の
墓
前
に
私
た
ち
の

「
歴
史
」
と
「
い
ま
」
を
考
え
る

会
場
＝
愛
知
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
（
ウ
ィ

ン
ク
あ
い
ち
）　 

11
Ｆ=

１
１
０
４　

 

※
名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
四
丁
目
４–

38

（052-571-6131

）　

Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅 

東
口

か
ら
５
分

◇
連
絡
先
＝
橘
宗
一
少
年
墓
碑
保
存
会

（052-842-7641　

ア
ル
ス
内
）

※
墓
碑
保
存
会
へ
の
維
持
会
費
ご
協
力
の

お
願
い
（
年
一
口
３
０
０
０
円
）

郵
便
振
替
口
座　

00870-1-120387

　

 　
　
　
　

橘
宗
一
少
年
墓
碑
保
存
会

【
静
岡
県
静
岡
市
】

「
墓
前
祭
／
記
念
講
演
会
」

と
き
＝
９
月
16
日
（
月
・
祝
）　

墓
前
祭

＝
11
時
30
分　

記
念
講
演
会
＝
２
時

と
こ
ろ
＝
墓
前
祭
＝
沓
谷
霊
園
、
記
念

講
演
会
＝
静
岡
県
総
合
社
会
福
祉
会
館

シ
ズ
ウ
エ
ル
（
沓
谷
霊
園
に
隣
接
＝
℡

054-254-5248

）

講
演
者
＝
大
杉
豊
氏

主
催
＝
静
岡
近
代
史
研
究
会

（054-266-5376

＝
水
曜
文
庫
内
）

【
東
京
都
新
宿
区
】

「
大
杉
栄
・
伊
藤
野
枝
没
後
90
年
集
会
」

日
時
＝
２
０
１
３
年
11
月
16
日
（
土
）
開

場
＝
17
時
50
分
～
開
演
＝
18
時
20
分
（
予

定
）

場
所
＝
四
ツ
谷
区
民
ホ
ー
ル
（
新
宿
区
内

藤
町
87　

※
丸
ノ
内
線
・
新
宿
御
苑
前
下

車
、
徒
歩
５
分
）

講
演
＝
太
田
昌
国
氏
「
大
杉
栄
と
ア
ナ
キ

ズ
ム
（
仮
）」

映
画
上
映
『
シ
ュ
ト
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド

ラ
ン
ク
ッ
』（
山
田
勇
男
監
督
・
中
村
栄

美
子
主
演
）

※
本
邦
初
公
開
、
大
正
無
政
府
主
義
者
た

ち
の
青
春
群
像
時
代
劇
！
特
別
先
行
上
映

会
費
＝
１
５
０
０
円

主
催
＝
「
大
杉
栄
・
伊
藤
野
枝
没
後
90
年

集
会
」
実
行
委
員
会
（FA

X
 03-3352-

6916　

E
m

ail

＝2013n16@
gm

ail.
com

）

★
10
月
21
日
（
月
）
～
27
日
（
日
）
に
は

下
北
沢
「LA

 CA
M

ERA
 

ラ
カ
メ
ラ
」

に
て
関
連
企
画
や
映
画
『
シ
ュ
ト
ル
ム
・

ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
ク
ッ
』
メ
イ
キ
ン
グ
映

像
上
映
等
あ
り
。

詳
細
はW

eb

サ
イ
ト（http://2013n16.

tum
blr.com

/

）
ま
で

書
籍
案
内

「
大
杉
栄
と
仲
間
た
ち

―
『
近
代
思
想
』
創
刊

１
０
０
年
」（「
大
杉
栄

と
仲
間
た
ち
」
編
集
委

員
会 

編
）

　
「
時
代
閉
塞
の
な
か
で
『
近
代
思
想
』

に
よ
っ
て
切
り
拓
い
た
も
の
は
何
で
あ
っ

た
か
を
問
う
こ
と
は
、
新
し
い
社
会
像
を

模
索
す
る
私
た
ち
に
豊
か
な
示
唆
を
も
た

ら
す
に
ち
が
い
な
い
」（
本
文
よ
り
）
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昨
年
10
月
に
明
治
大
学
で
開
催
さ
れ
た

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
大
杉
栄
と
仲
間
た

ち
―
『
近
代
思
想
』
創
刊
１
０
０
年
」
の

講
演
を
ベ
ー
ス
に
参
加
者
た
ち
が
新
た

に
加
筆
修
正
し
た
論
考
な
ど
を
収
録
し
た

一
冊
。
記
念
集
会
に
は
参
加
し
な
か
っ
た

瀬
戸
内
寂
聴
ら
に
よ
る
書
き
下
ろ
し
含
む

23
篇
と
冨
板
敦
編
に
よ
る
「『
近
代
思
想
』

大
杉
栄
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
／
関
係
者
年
譜
／

関
連
日
録
」
を
収
録
。
四
六
判
・
並
製

口
絵
４
／
３
３
６
頁　

定
価
２
５
２
０

円
、
ぱ
る
出
版
よ
り
発
売
中
。

【
執
筆
陣
】

瀬
戸
内
寂
聴
、
マ
イ
ケ
ル
・
シ
ャ
ワ
テ
ィ
、

大
澤
正
道
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
・
レ
ヴ
ィ
、

飛
矢
崎
雅
也
、
白
仁
成
昭
、
手
塚
登
士
雄
、

山
泉
進
、
田
中
ひ
か
る
、
大
杉
豊
、
小
松

隆
二
、
足
立
元
、
村
田
裕
和
、
大
和
田
茂
、

日
時
＝
２
０
１
３
年
11
月
16
日
（
土
）　

10
時
～
18
時

場
所
＝
明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス　

リ
バ
テ
ィ
ー
タ
ワ
ー
１
０
８
３
教
室

報
告
者
＝
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ク
ー
ン
、
飛
矢

崎
雅
也
、
栗
原
康
、
樋
口
拓
郎
、
田
中
ひ

か
る
、

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
＝
山
中
千
春
、
仲
田
教

人主
催
＝
関
西
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
研
究
会
、
共

催
＝
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
研
究

会
、
科
学
研
究
費
挑
戦
的
萌
芽
研
究
「
口

述
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に
基
づ
く

現
代
日
本
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
史
に
関
す
る
検

討
」（
研
究
代
表
者
＝
田
中
ひ
か
る
）

開
催
趣
旨

　

今
日
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
運
動
は
欧
米
を
中

心
に
、
中
南
米
、
東
南
ア
ジ
ア
、
中
東
、

ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
拡
大
し
、
そ
れ
は
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
と
も
い
う
べ

き
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
現
象
は
、

新
自
由
主
義
と
い
う
単
一
の
原
理
に
基
づ

く
シ
ス
テ
ム
に
、
地
球
上
に
い
る
あ
ら
ゆ

る
個
人
が
、
自
ら
の
意
志
に
関
わ
り
な

く
巻
き
込
ま
れ
、
支
配
さ
れ
る
こ
と
に
抵

抗
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
連
携
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
日
本
と
ア

ジ
ア
は
こ
の
よ
う
な
動
向
に
結
び
つ
く
の

だ
ろ
う
か
。
日
本
に
お
け
る
ア
ナ
ー
キ
ズ

ム
の
過
去
を
知
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な

現
在
と
未
来
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
を
見
据
え

る
上
で
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
。

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ク
ー
ン
氏
を
ゲ
ス
ト
に
迎

え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
過

去
・
現
在
・
未
来
を
見
据
え
な
が
ら
、
世

界
と
ア
ジ
ア
が
接
続
す
る
可
能
性
を
問
う

の
が
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
趣
旨
で

あ
る
。

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ク
ー
ン
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

１
９
７
４
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
生
ま
れ
。

ア
ナ
ー
キ
ス
ト
、
活
動
家
、
著
述
家
・
翻

訳
家
。
著
書
は
、
甘
糟
智
子
訳
『
ア
ナ

キ
ス
ト
サ
ッ
カ
ー
マ
ニ
ュ
ア
ル
』（
現
代

企
画
社
、
２
０
１
２
年
）
ほ
か
、
資
料

集
（
ド
イ
ツ
語
・
編
著
）『
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
「
新
し
い
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
」　

シ

ア
ト
ル
以
降
』（
２
０
０
８
年
）、
論
文
集

（
ド
イ
ツ
語
）『
多
様
性　

運
動　

抵
抗
』

（
２
０
０
９
年
）、
世
界
各
地
の
ア
ナ
ー
キ

ス
ト
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
資
料
集
（
ド
イ

ツ
語
・
共
編
著
）『
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
ヨ

ハ
ネ
ス
バ
ー
グ
ま
で　

全
世
界
の
ア
ナ
ー

キ
ズ
ム
』（
２
０
１
０
年
）、
海
賊
と
ア

ナ
ー
キ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
著
書
（
夜
光
社

よ
り
近
日
翻
訳
刊
行
予
定
）『
海
賊
黄
金

時
代
に
つ
い
て
の
省
察
』（
２
０
１
０
年
）、

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
資

料
集
（
英
語
・
編
著
）『
革
命
の
た
め
に

生
き
る　

ハ
ー
ド
コ
ア
・
パ
ン
ク
、
ス
ト

レ
イ
ト
エ
ッ
ジ
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
ポ
リ
テ
ィ

ク
ス
』（
２
０
１
０
年
）、（
英
語
・
編
訳
）

『
す
べ
て
の
権
力
を
評
議
会
に
！　

ド
イ

ツ
革
命
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー　

１
９
１
８

〜
１
９
１
９
年
』（
２
０
１
２
年
）
な
ど

多
数
。

竹
内
栄
美
子
、
堀
切
利
高
、
鎌
田
慧
、
後

藤
彰
信
、
山
中
千
春
、
林
彰
、
小
正
路
淑

泰
、
竹
内
宏
一　

イ
ベ
ン
ト
案
内

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ナ
ー

キ
ズ
ム
の
過
去
・
現
在
・

未
来
～
世
界
と
ア
ジ

ア
を
つ
な
ぐ
た
め
に
」
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モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
・
ア
ナ

キ
ス
ト
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

２
０
１
３

樋
口
拓
朗

　

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
ア
ナ
キ
ス
ト
ブ
ッ

ク
フ
ェ
ア
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
も
の

と
並
ん
で
、
世
界
で
も
最
大
規
模
の
ア
ナ

キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
と
い
わ
れ
る
。
そ

の
規
模
を
物
語
る
の
が
、
２
０
１
３
年
５

月
２
５
〜
２
６
日
に
開
催
さ
れ
た
ブ
ッ

ク
フ
ェ
ア
以
外
に
、
５
月
１
日
の
メ
ー

デ
ー
・
デ
モ
を
皮
切
り
に
、
ア
ナ
キ
ス
ト

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
一
月
に

渡
っ
て
目
白
押
し
に
な
っ
て
い
る
こ
と

だ
。
そ
の
た
め
、
毎
年
５
月
の
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
は
「
ア
ナ
キ
ス
ト
月
間
」
の
様
相

を
お
び
る
こ
と
に
な
る
。
２
０
１
２
年
の

２
月
に
始
ま
っ
た
ケ
ベ
ッ
ク
の
学
生
ス
ト

ラ
イ
キ
も
、
５
月
に
は
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
か

ら
の
強
力
な
後
押
し
を
受
け
て
い
た
。
会

場
は
、
各
種
出
版
社
の
ブ
ー
ス
、
ア
ー
ト

展
示
、
映
画
上
映
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

そ
れ
ぞ
れ
英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
通
訳
を

介
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
た
。
文
献

セ
ン
タ
ー
と
も
交
流
の
深
い
マ
ギ
ル
大
学

の
エ
イ
ド
リ
ア
ン
・
ハ
ー
レ
ー
は
、
ブ
ッ

ク
フ
ェ
ア
の
託
児
と
警
察
対
応
を
担
っ
て

お
り
、
多
忙
を
極
め
な
が
ら
も
我
々
を
深

く
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

か
ら
の
高
祖
岩
三
郎
、
日
本
か
ら
の
仲
田

教
人
、
私
を
加
え
た
３
人
で
、'A

narchy 
and A

pocalypse after Fukushim
a'

を
報
告
し
た
。
反
応
は
素
晴
ら
し
く
、

「
15
年
以
上
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
を
観
て
き
た

が
、
過
去
最
高
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
だ
っ
た
」
と

の
声
も
あ
っ
た
。
こ
の

報
告
内
容
は
今
後
、
日

英
の
言
語
で
何
ら
か
の

媒
体
に
発
表
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
印
象
的
だ
っ

た
の
は
、
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

の
併
設
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
企
画
さ
れ
て
い
た
、
フ

ラ
ン
ク
リ
ン
・
ロ
ペ
ス
監

督
が
編
集
し
た
ケ
ベ
ッ

ク
学
生
ス
ト
ラ
イ
キ
の

短
編
映
画
の
ペ
レ
ミ
ア

上
映
会
だ
。
学
生
ス
ト
ラ

イ
キ
の
盛
り
上
が
り
と

共
に
創
ら
れ
た
自
律
ス

ペ
ー
ス
で
上
映
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
闘
争
の
直
中
に
い
た
若
い

活
動
家
達
が
30
畳
程
度
の
広
く
な
い
場
所

に
２
０
０
人
以
上
詰
め
寄
り
、
一
つ
一
つ

の
映
像
を
回
想
し
な
が
ら
鑑
賞
し
、
最
後

に
は
バ
リ
ケ
ー
ド
の
中
で
歌
わ
れ
て
い
た

と
い
う
プ
ロ
テ
ス
ト
ソ
ン
グ
を
合
唱
す
る

熱
狂
的
な
エ
ピ
ロ
ー
グ
を
迎
え
て
い
た
。

あ
の
頃
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
熱
気
を
疑

似
体
感
で
き
た
一
幕
で
あ
っ
た
。
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没
後
八
十
五
年 

和
田
久
太
郎
の
は
え
あ
る
と
き

後
藤
優
子

Ⅱ 

彼
・
彼
女
ら
の
〈
知
〉

　

私
に
と
っ
て
高
貴
さ
と
は
、
利
害
打

算
の
完
全
な
不
在
を
意
味
す
る

マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
ユ
ル
ス
ナ
ー
ル

　　

こ
れ
は
孤
児
の
物
語
だ
―
―
神
の
似
姿

を
し
た
〈
親
〉
は
、彼
・
彼
女
ら
を
「
無
限
」

に
「
抱
擁
」、
す
る
ど
こ
ろ
か
生
殺
与
奪

の
権
利
を
ふ
り
か
ざ
し
、〈
子
〉
ら
の
う

え
に
君
臨
す
る
。
た
ま
ら
ず
こ
ど
も
は
出

奔
し
た
。
そ
し
て
つ
い
に
、
不
自
由
に
生

き
る
よ
り
は
自
由
に
死
ぬ
こ
と
を
、
よ
ろ

こ
び
と
し
逝
く
の
だ
っ
た
。
死
の
宣
告
を

下
し
た
者
こ
そ
、
ほ
か
な
ら
ぬ
〈
親
〉
で

あ
る
。
だ
が
、ほ
ど
な
く
恩
赦
を
あ
た
え
、

己
の
威
光
を
た
か
め
よ
う
と
い
う
も
く
ろ

み
に
、〈
子
〉
ら
の
だ
れ
も
が
も
は
や
し

た
が
う
は
ず
も
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
近
代

の
〈
家
族
〉
の
物
語
で
あ
る
、
が
、
か
か

る
生
の
シ
ス
テ
ム
を
未
だ
変
革
し
え
な
い

共
同
体
の
う
ち
で
、
悲
劇
は
再
生
産
さ
れ

て
は
い
な
い
か
。

　

和
田
久
太
郎
の
性
格
が
多
面
的
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
は
前
回
書
い
た
。
そ
の
原

因
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
家
族

と
の
関
係
が
あ
る
。
和
田
の
母
親
は
「
お

ま
え
は
一
日
も
早
く
出
世
し
て
親
戚
を
み

か
え
し
て
お
く
れ
」
と
、
幼
い
彼
に
説
き

き
か
せ
暮
ら
し
た
。
強
い
母
親
と
対
照
的

に
、
富
裕
な
家
に
う
ま
れ
な
が
ら
放
蕩
し

て
財
産
を
使
い
は
た
し
た
父
親
は
、
月
給

七
、八
円
で
「
漸
く
一
家
を
さ
さ
ゆ
」
と

い
う
状
態
で
、
浄
瑠
璃
を
う
な
る
こ
と

を
唯
一
の
楽
し
み
と
し
、
存
在
感
が
稀
薄

で
あ
っ
た
。
彼
は
、
互
い
に
再
縁
の
母
が

四
十
歳
、
父
が
五
十
四
歳
の
と
き
の
こ
ど

も
で
あ
る
。「
學
校
が
退
け
て
か
ら
、
そ

つ
と
學
校
の
運
動
場
の
塵
捨
て
場
へ
行
つ

て
、
鼻
緒
の
切
れ
た
草
履
を
拾
つ
て
歸
り

歸
り
」
せ
ね
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
家
庭
は
窮

乏
し
て
い
た
が
、
一
方
で
、
彼
は
イ
エ
的

な
束
縛
か
ら
比
較
的
自
由
で
あ
っ
た
。『
へ

ち
ま
の
花
』
を
読
み
社
会
主
義
に
接
近
し

た
和
田
は
、
愛
知
新
聞
主
筆
の
横
田
淙
治

郎
か
ら
諸
先
輩
に
対
す
る
紹
介
状
を
も
ら

う
と
、「
勇
ん
で
上
京
」
す
る
。

　

だ
が
、
そ
の
よ
う
な
和
田
に
対
し
、『
新

社
会
』
誌
上
で
「
某
社
会
主
義
者
は
、
養

う
べ
き
責
任
の
あ
る
両
親
を
振
り
捨
て
て

都
会
に
出
、
社
会
主
義
の
宣
伝
に
従
事
し

て
い
る
が
、
無
産
者
に
あ
っ
て
は
、
都
会

に
住
ん
で
も
田
舎
に
住
ん
で
も
い
ず
れ
終

日
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、

田
舎
に
い
て
親
を
慰
め
な
が
ら
、
主
義
の

宣
伝
を
し
た
ら
ど
う
か
」
と
い
う
同
志
か

ら
の
批
判
が
出
る
。
す
か
さ
ず
彼
は
反
論

し
た
。

　

―
―
僕
は
孝
子
に
な
る
為
に
、
自
分

の
感
情
を
ま
げ
ら
れ
な
い
。
君
の
道
徳

で
は
當
然
か
も
知
れ
ぬ
が
、
僕
の
感
情

は
嫌
や
だ
と
叫
ぶ
の
だ
。
勿
論
僕
だ
つ

て
親
の
愛
情
を
感
じ
な
か
つ
た
筈
は
な

い
然
し
そ
の
愛
情
を
さ
へ
滅
茶
苦
茶
に

ぶ
つ
潰
し
た
、あ
る
も
の
が
あ
る
の
だ
。

そ
の
あ
る
も
の
に
對
す
る
感
情
は
ど
う

す
る
の
だ
。
如
何
に
も
僕
の
兩
親
は
今

老
衰
と
飢
と
に
襲
は
れ
て
ゐ
る
だ
ら

う
、
い
や
或
は
既
に
餓
死
し
た
か
も
知

れ
ず
、
ぶ
ら
ん
こ
往
生
を
と
げ
た
か
も

知
れ
な
い
…
…

　

そ
れ
が
ど
う
し
た
と
い
ふ
ん
だ
！
だ

か
ら
お
前
も
故
郷
へ
歸
つ
て
共
々
餓
死

し
ろ
と
い
ふ
の
か
。

　

君
は
親
が
子
に
對
す
る
愛
情
に
も
、

肉
親
と
か
い
ふ
如
き
同
情
ら
し
き
涙
に

も
、
今
の
世
の
中
の
必
然
が
作
つ
た
、

あ
の
恐
ろ
し
い
、
冷
め
た
い
、
残
忍
性

が
ど
れ
ほ
ど
含
ま
れ
て
い
る
か
を
知
つ

て
ゐ
る
か
…
…
知
つ
て
ゐ
る
か
…
…
僕

は
し
み
じ
み
知
つ
て
ゐ
る
ん
だ
。
だ
か

ら
同
じ
餓
死
を
す
る
に
し
て
も
、
兄
弟

（
放
浪
者
）
の
群
で
餓
死
す
る
方
が
却

つ
て
心
地
好
い
と
思
つ
て
ゐ
る
の
だ
―

―

　

和
田
は
、
最
後
ま
で
親
と
の
関
係
を
完

全
に
は
切
り
す
て
な
か
っ
た
が
、
人
間
同

士
の
出
会
い
を
妨
げ
る
蠱
惑
的
な
大
文
字

の
〈
家
族
〉
に
取
り
こ
ま
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
の
ち
に
同

志
た
ち
と
「
出
入
り
」
が
自
由
な
親
密
圏

を
き
ず
き
え
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
関
東
大
震
災
発
生
時
に
朴
烈
と

と
も
に
保
護
検
束
さ
れ
、
二
年
後
に
大
逆

罪
を
適
用
さ
れ
る
金
子
文
子
は
、
父
か
ら

籍
に
入
れ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
ば
か
り
で

な
く
、
心
身
両
面
へ
の
虐
待
を
受
け
て
育

つ
。
母
は
、彼
女
の
実
父
と
別
れ
た
の
ち
、

お
さ
な
い
文
子
を
遊
郭
に
売
ろ
う
と
し

た
。
さ
ら
に
養
女
と
し
て
送
ら
れ
た
朝
鮮

で
は
、
祖
母
か
ら
壮
絶
な
い
じ
め
に
遭
う

が
、
食
事
も
あ
た
え
ら
れ
ず
外
に
出
さ
れ

て
い
た
と
き
「
う
ち
で
ご
は
ん
を
召
し
あ

が
り
ま
せ
ん
か
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
た

の
は
近
所
の
朝
鮮
人
の
女
性
で
あ
っ
た
。

訊
問
の
な
か
で
文
子
は
「
ど
う
か
私
に
父
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母
の
愛
を
解
剖
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と

う
っ
た
え
る
。
彼
女
に
は
「
親
族
関
係
を

中
心
と
し
て
虚
無
思
想
を
抱
く
よ
う
に

な
っ
た
」と
い
う
明
確
な
自
覚
が
あ
っ
た
。

み
お
と
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、し
か
し
、

文
子
が
終
生
憎
悪
の
焔
を
た
ぎ
ら
せ
て
い

た
の
で
は
な
い
こ
と
だ
。彼
女
は
い
う「
私

は
父
を
母
を
恨
み
ま
せ
ん
」。

　

つ
ま
り
私
は
本
当
の
親
の
愛
を
知
ら

ず
、親
を
知
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

親
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
私
が
親

と
思
っ
て
い
る
人
が
、
実
は
親
で
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
私
に

は
孝
行
と
か
奉
仕
と
か
い
う
感
激
3

3

が
起

り
ま
せ
ん
。

　

屛
息
し
か
け
た
大
正
最
後
の
ア
ナ
ー

キ
ー
な
光
を
継
い
だ
難
波
大
助
も
、
父
と

の
葛
藤
を
経
て
、神
の
似
姿
を
し
た
〈
父
〉

へ
と
ス
テ
ッ
キ
銃
を
む
け
る
。
実
父
は
郷

土
の
名
士
で
あ
っ
た
。
家
族
に
対
し
て
暴

君
の
よ
う
に
ふ
る
ま
う
父
が
衆
議
院
議
員

に
当
選
し
た
と
き
、
難
波
の
な
か
で
決
定

的
な
反
感
が
根
を
お
ろ
す
。
維
新
時
に
功

績
を
あ
げ
没
後
に
正
五
位
を
贈
ら
れ
た
曾

祖
父
を
も
ち
、
地
元
で
は
「
大
旦
様
」
と

呼
ば
れ
る
難
波
は
、
普
通
選
挙
運
動
に
関

心
を
ひ
か
れ
、
東
京
で
不
慣
れ
な
労
働
者

の
生
活
に
飛
び
こ
ん
で
い
く
。
あ
る
日
、

友
人
に
案
内
さ
れ
て
い
っ
た
「
淫
売
窟
」

で
、
娼
婦
ら
の
「
ど
ん
底
」
生
活
を
目
の

あ
た
り
に
し
た
と
き
、
彼
の
な
か
で
め
ざ

め
て
い
く
も
の
が
あ
っ
た
。

　

―
―
女
ト
云
フ
モ
ノ
ニ
対
シ
テ
ハ
実

ニ
軽
蔑
ス
ヘ
キ
人
間
テ
ア
ル
ト
許
リ
考

ヘ
テ
居
ツ
タ
思
想
カ
少
シ
変
ハ
リ
且
人

間
ト
言
フ
モ
ノ
ハ
愈
々
徹
底
シ
タ
ラ
什

ン
ナ
事
テ
モ
出
来
ル
ト
云
フ
事
ヲ
感
シ

マ
シ
タ
其
徹
底
ト
云
フ
事
カ
淫
売
窟
ヘ

這
入
ツ
テ
カ
ラ
非
常
ニ
心
ヲ
動
カ
サ
レ

タ
ノ
テ
ア
リ
マ
ス

（
第
三
回
尋
問
調
書
）

　
　

　

難
波
も
、
和
田
や
金
子
の
よ
う
に
血
縁

関
係
の
不
条
理
に
も
が
き
な
が
ら
、
死
を

前
に
し
て
そ
れ
を
乗
り
こ
え
た
か
に
み
え

る
。
遺
書
の
な
か
で
彼
は
父
に
語
り
か
け

る
。×

あ
な
た
の
今
の
態
は
何
で
す
か
！

　

精
神
に
異
常
を
呈
す
る
程
衰
弱
し
て

お
る
。
―
―
世
間
の
頑
迷
輩
は
こ
れ
を

聞
い
て
益
々
感
心
す
る
で
あ
ろ
う
。（
あ

の
人
は
良
心
の
鋭
い
高
潔
な
人
だ
）と
。

然
し
困
る
の
は
誰
で
す
。
迷
惑
す
る
の

は
誰
で
す
。
私
は
今
あ
な
た
が
昔
息
子

共
を
大
声
に
て
叱
咤
さ
れ
し
時
の
様
な

元
気
潑
剌
た
る
状
態
に
か
え
る
こ
と
を

要
求
し
ま
す
。

　

あ
な
た
の
せ
ら
れ
る
こ
と
は
親
族
等

の
馬
鹿
者
共
の
口
車
に
乗
っ
て
、
祖
先

の
名
誉
の
た
め
と
か
世
間
へ
の
遠
慮
と

か
の
た
め
に
、
私
と
い
う
生
き
た
遺
骨

を
戸
籍
か
ら
除
く
と
い
う
様
な
形
式
的

の
こ
と
で
は
な
く
―
―
生
き
た
人
間
を

よ
り
幸
福
に
さ
す
た
め
に
努
力
す
る
こ

と
で
す
。

　

勉
学
へ
の
志
を
つ
よ
く
有
し
な
が
ら
進

学
を
は
ば
ま
れ
た
の
ち
も
、
和
田
、
文
子

は
熱
心
に
独
学
を
つ
づ
け
る
。
だ
が
、
や

が
て
両
者
に
と
っ
て
は
経
験
「
知
」
が

上
ま
わ
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
難
波
に
い

た
っ
て
は
、
高
等
学
校
に
入
学
後
「
学
校

生
活
で
得
る
も
の
は
な
い
」
と
早
々
に
自

主
退
学
し
て
い
る
。
三
人
に
共
通
す
る
の

は
権
威
的
な
「
学
知
」
か
ら
の
解
放
だ
。

そ
れ
は
ひ
と
を
平
均
「
知
」
に
繋
ご
う
と

も
く
ろ
む
。
し
か
し
、
彼
・
彼
女
ら
は
、

己
の
経
験
を
通
じ
自
律
し
て
在
ろ
う
と
し

た
。
地
方
に
い
る
と
き
か
ら
あ
こ
が
れ
接

近
し
た
堺
の
売
文
社
を
去
る
と
き
の
和
田

の
こ
と
ば
「
文
學
の
事
に
の
み
耽
る
恥
か

し
さ
を
感
じ
―
―
」
は
象
徴
的
で
あ
る
。

　

よ
く
似
た
者
は
す
く
な
か
ら
ず
存
在
し

た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
和
田
、
文
子
、

難
波
が
異
な
っ
た
の
は
、〈
血
〉
を
通
じ

て
の
「
虚
無
」
を
、
深
奥
に
刻
ん
で
い
た

こ
と
で
は
な
い
か
。
覚
醒
す
る
常
態
。
か

く
て
彼
・
彼
女
ら
は
〈
知
〉
る
人
間
と
な
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
の
〈
知
〉
は
、
共
同
体

の
ウ
チ
で
の
み
超
越
的
な
価
値
、
を
撃
っ

た
の
で
あ
る
。

照
る
程
に
蔭
濃
く
造
る
×
×
よ
我
は
光

を
讃
む
る
能
は
ず　
　
　
　
　
　

文
子

　

こ
れ
は
遺
棄
さ
れ
た
王
子
・
王
女
た
ち

の
、
王
へ
の
叛
逆
―
―
い
か
で
大
逆
と
名

指
す
べ
き
―
―
の
物
語
な
の
だ
。〈
親
〉

と
な
り
物
語
を
反
復
す
る
こ
と
な
く
足
早

に
立
ち
去
っ
た
彼
・
彼
女
ら
の
い
た
場
所

は
、
今
も
ほ
の
明
る
ん
で
い
る
。


